
工事名称 大久保市民センター屋上防水全面改修修繕

工事場所 明石市大久保町大窪 612-1

工期 契約の翌日から、令和6年2月28日まで

技術者等 現場代理人：他工事との「兼務可」
主任又は監理技術者：「非専任」

令和5年度　修繕仕様書・設計内訳書



4.特記事項

  ①関係法令等を遵守し、必要な手続きを遅滞なく行うこと。また、これらに要する費用

1.設計コード　－

2.修繕内容

  ・屋上防水全面改修

3.支払条件

  ・完成後、一括支払い

    は、受注者負担とする。

  ②省エネ、省資源、廃棄物の減量、リサイクルの推進等により、環境負荷の低減を図る

    こと。

  ③「産業廃棄物の不適正な処理の防止に関する条例」の対象となる建設廃棄物の産業廃

    棄物処理業者への引渡しが完了したときは、同条例第16条の3に基づき、建設資材廃 

    棄物引渡完了報告を監督職員に提出すること。

  ④引渡しまでに要する試験運転及び各試験等の費用は、受注者負担とする。

  ⑤原則、日曜日、祝日及び夜間は、作業を行わないこと。

    工事では原則として、土曜日の施設内での作業を行わないこと。

  ⑥万一、事故や苦情が発生した場合には、速やかに対応するとともに、対応内容を記録

    し、監督職員に報告すること。

  ⑦営繕課発行の「契約書・仕様書に基づく提出書類（工事編）」に基づき、必要書類を

    提出すること。

  ⑧敷地内及び敷地周辺は、全面禁煙とする。

  ⑨工事着工前に敷地内外（敷地内の既存建物、近接建物、道路等の構造物など）の撮影

    を行い、工事完成時に原状復旧が行われているか確認すること。

  ⑩工事期間中は、必要に応じて交通誘導員を増員すること。

  ⑪工程、仮設計画等の作成及び工事施工に当たっては、関係部局と十分に事前打合せを

    行い、施設の運営に支障が生じないように配慮すること。

  ⑫公共建築（改修）工事標準仕様書（各工事編）に基づく「書面」は、署名又は押印さ

    れたもののほか、印字による記名も含むものとする。



修繕費内訳 1

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

修繕費  

　仮設

1   

式

　防水改修

1   

式

　太陽光発電装置移設復旧

1   

式

計

諸経費    

  諸経費

1   

式

計

工事価格        

1   

式

消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％

式

工事費          

1   

式



修繕費　細目別内訳 2

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

＜直接仮設＞    

養生            

(防水改修)      565   
㎡

整理清掃後片付け

(防水改修)      565   
㎡

昇降足場（PH用） 建枠900  10m未満 3ヶ月          

(くさび又は枠組, 最上部安全手すり                137   

手すり先行方式) 掛払手間 基本料 修理費 運搬費共 ㎡

落下防止手すり  PH・屋上                        

112   
ｍ

小計

＜共通仮設＞    

仮囲い ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰ H1800×W1800 運搬費共   2ヶ月   

ﾄﾞ              30   
ｍ

仮囲い ｶﾗｰｺｰﾝ   H700 ｺｰﾝﾊﾞｰ･運搬費共    2ヶ月   

30   
ｍ

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ      16t吊り      ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き 賃料    

(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型) 標準                            2   
日

交通誘導警備員B 

10   
人

電気保安技術者立会費 電気保安技術者　2人

仮設電気計画書作成含む 1   
式

小計

計

防水改修修繕 仮設



修繕費　細目別内訳 3

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

合成高分子系    S-M2 機械固定工法 ALC版下地     

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水  塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂     表面塗装なし   364   

(材工共)        -       ｼｰﾙ材共　脱気筒共       ㎡

合成高分子系    S-M2 機械固定工法               

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水  塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂     表面塗装なし   158   

(材工共)        -       ｼｰﾙ材共　脱気筒共       ㎡

合成高分子系    S-F2 接着工法                   

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水  塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂     表面塗装なし   78   

(材工共)        -       ｼｰﾙ材共                 ㎡

太陽光発電モジュ 連結ﾃﾞｨｽｸADC同等品              

ール固定部品    1   
式

塩ビ鋼板        W50程度                         

178   
ｍ

防水押え金物    ｱﾙﾐ製 ｼｰﾄ防水用                 

178   
ｍ

改修用ドレン    縦引き用                        

2   
か所

改修用ドレン    横引き用                        

6   
か所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　16本/㎡                

ﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 9   
㎡

既設防水端部押ｴ ｼｰﾘﾝｸﾞ共                        

金物撤去        178   
ｍ

既設合成高分子系 立上り                          

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水撤 78   

去              ㎡

既設脱気筒撤    

去              1   
式

防水保証標識    ｱｸﾘﾙ板200×150×t3.0ｴｯﾁﾝｸﾞ文字  

1   
式

水洗い          高圧ポンプ　10～15MPa程度       

601   
㎡

下地調整　立上り C-1　　ｶﾁｵﾝ系                   

78   
㎡

下地調整　平場  CM-2   ｶﾁｵﾝ系                   

30   
㎡

塗膜防水        X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   平面   

階段踏面        ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ仕上げ                   1.4 
㎡

塗膜防水        X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   平面   

設備基礎・架台他 表面塗装                        15.5 
㎡

塗膜防水        X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   立上り 

設備基礎・架台他 表面塗装                        14.4 
㎡

塗膜防水        X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   平面   

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ・ｱｺﾞ    表面塗装                        27.2 
㎡

防水改修修繕 防水改修



修繕費　細目別内訳 4

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

塗膜防水        X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   立上り 

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ・ｱｺﾞ    表面塗装                        21   
㎡

既設ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ塗装 清掃の上DP塗　8箇所             

1   
式

廃棄物ｺﾝﾃﾅ      2.0m3                           

設置・運搬      1   
台

廃棄物ｺﾝﾃﾅ処分  2.0ｍ3                          

1   
台

計

防水改修修繕 防水改修



修繕費　細目別内訳 5

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      5.5mm2- 2C                      

13   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      3.5mm2- 2C                      

13   
ｍ

新設電線        EM-CEE-S 2.0sq-2C               

13   
ｍ

厚鋼電線管(G)    (42)                           

18.3 
ｍ

厚鋼電線管(G)    (28)                           

18.3 
ｍ

厚鋼電線管(G)    (22)                           

73.2 
ｍ

丸形露出ﾎﾞｯｸｽ   25(E25,22) 3方出ほか            

52   
個

同上付属品      

1   
式

同上支持材      

1   
式

端子盤          SUS POS 4340-20                 

1   
面

雑材消耗品費    

1   
式

太陽光発電ﾊﾟﾈﾙ取 50.3㎡（ﾊﾟﾈﾙ1000×1290、架台鋼製

外し仮置き施工費  H=300 39枚）配線配管共         1   
電工8人程度                     式

太陽光発電ﾊﾟﾈﾙ復 50.3㎡（ﾊﾟﾈﾙ1000×1290、架台鋼製

旧組立施工費     H=300 39枚）配線配管共         1   
電工16人程度                    式

ｼｽﾃﾑ撤去時試験工 電工1人                         

1   
式

ｼｽﾃﾑ復旧時試験工 電工1人                         

1   
式

計

防水改修修繕 太陽光発電装置移設復旧



[3.3.3][3.4.3][3.5.3][3.6.3]

塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

１ . 工 事 場 所

２ . 敷 地 面 積

３ . 工 事 種 目

４ . 工 事 内 容

Ⅰ 工 事 概 要

材料の種類
（・加硫ゴム系　・非加硫ゴム系　・塩化ビニル樹脂系）

・25　・その他（　　　　　）断熱工法の断熱材　厚さ(mm)

[3.5.2]

[3.5.3]

（※発泡ポリエチレンシート1.5mm以上　・不織布2.0mm以上）

屋根保護防水材料

は2号で透湿係数を除く規格に適合するもの又はA種押出し法

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板とする。接着工法の場合は、A種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

保温材の密度及び熱伝導率の規格に適合するものとする。

※機械的固定工法の場合は、A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温版2種1号又

・その他(   )

防水押え金物       ・要    ・不要

防水押え金物の材質  （・アルミニウム製　・その他（　　　））

使用分類　　　　（・歩行用　　・非歩行用　）

機械的固定工法の場合　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応

した工法　※適用する（引張試験含む）

[3.5.4]

[3.5.4]

(P1Y.P2Y工法の場合）
保護層の適用   ・適用する  ・適用しない塗膜防水 [3.6.3]

(各種防水共通）

脱気装置

・平面部脱気型

・立上がり部
　脱気型

※工事完了引き渡し日より10年間とする。防水保証

(各種防水共通）

防水保証
施工標識

※ｱｸﾘﾙ板（t=3.0㎜・ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ止200×150、ｴｯﾁﾝｸﾞ文字書き込み）　

シ－リング改修工法の種類シ－リング
　・シ－リング充てん工法　・シ－リング再充てん工法

　・拡幅シ－リング再充てん工法　・ブリッジ工法

シ－リング材の種類、施工箇所

　※下表以外は、改修標仕表3.7.1を標準とする

[3.1.4][表3.1.2]

　　　　　[3.7.2]

施工箇所 シ－リング材の種類（記号）

・ＰＵ－２（仕上あり）

・ＭＳ－２（仕上なし）

※ＳＲ－１ガラス押え

シーリング材の試験（・要　・不要） 　　　　　[3.7.8]

接着試験方法・簡易接着試験・JIS A1439による引張接着性試験

合成高分子系

ﾙ-ﾌｨﾝｸﾞｼ-ﾄ防水

　（工事名･工事年度･受注者･施工業者･メーカー･防水種別

　　　　　　　　　　　　　･工法名･商品名･保証年限を記入）

仕上げ塗料等 （・カラー（材料　　　　　　　　）・シルバー）

絶縁シートの種類、厚み等

材料の厚み （・1.2mm　・1.5mm　・2.0mm）

防水改修工事の

種類及工法

種類、工法及び施工場所等１

[3.2.6]

施工場所種類

２ [3.2.5]

[3.1.4][表3.1.1][3.3.2][3.3.3][表3.3.3～10][3.4.2][3.4.3][表3.4.1～3]

[3.5.2][3.5.3][表3.5.1～2][3.6.3][表3.6.1～2]

欠損部・浮き部・ぜい弱部の処置（・要　・不要）

・合成高分子系

工法の種類及び新規防水層の種別

防水

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

・塗膜防水

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄ
ｼｰﾄ防水

既存下地の補修及び処置

改修ドレン　　・設ける

ひび割れ部の処置（・要　・不要）

（※下地調整材は、防水材料製造所の指定するものとする。）

全面補修 (・要　・不要） （・C-2　・CM-2 ）

高圧洗浄（・要　・不要）

既存保護層の補修及び処置

※除去する既存露出防水層表面の仕上げ塗装　
(M4AS.M4ASI.M4C.M4DI.L4X工法の場合）

[3.2.6]

ひび割れ部の処置（・要　・不要）

既存防水層等の

処理

架台廻り等の処置　※監督員と協議により決定　・図示

高圧洗浄（・要　　・不要）

※下地調整材は、防水材料製造所の指定するものを使用すること。

欠損部・浮き部・ぜい弱部の処置（・要　・不要）

３

防

水

改

修

工

事

種　類 板厚(mm) 備　考

・350形

・300形

・250形 隅角部及び突当たり部等の1.6以上

1.8以上

2.0以上

既設笠木の撤去等 ・撤去処分（　　　ｍ）　・撤去再利用（　　ｍ　）

撤去跡補修      ・要　・不要

補修方法

　※高圧洗浄の上CM-2にて補修する。

[3.9.2][3.9.3][表3.9.1]

ｱﾙﾐﾆｳﾑ笠木

会     社     名

 
ルー

フ
ィ
ン
グ

ルーフィングシート

加硫ゴム系

シ ー リ ン グ

合
成
高
分
子

塗
膜
防
水

防水工事

　建築工事メーカーリスト

３

４

５

６

７

８

９

・200形

固定間隔

固定方法及び間隔は

品質計画で定めたもの
よる

役物は本体製造所の仕様に

※設ける（場所：　　　　）屋上平場

金物新設部

打ち継ぎ･建具廻り

・ステンレス  ・銅

・ステンレス      ・鋳鉄
・ポリエチレン樹脂・ABS樹脂

・合成ゴム  ・塩化ビニル樹脂

種　類 材　質 設置数量

・(　 　　)㎡当たり１箇所

・計(  　  )箇所
・主材製造所の指定による

50～100

※取付場所は監督員の指示による（各棟）

(高反射ｼｰﾄ)

平場(S-M2)S4S

改修工事特記仕様書

明石市大久保町大窪 612-1

―

改修工事

屋上防水改修工事

１ . 共 通 仕 様

Ⅱ　建 築 改 修 工 事 仕 様

本図面及び特記仕様に記載のない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)令和4年版｣(以下｢改修標仕｣という)

２ .特 記 仕 様

（１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

による｡

｢公共建築工事標準仕様書(建築工事編)令和4年度版」(以下「標仕」という)による。

ただし､改修標仕に規定されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修

（５）使用材料は、再生材･F☆☆☆☆･低V0C材料を選択すること（各項共通事項）

章 項 目 特 記 事 項

※ 建築工事標準詳細図（(社)公共建築協会　最新版）

※ 工事写真の撮り方　建築編（(社)公共建築協会　最新版）

※ 工事写真撮影ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ　建築工事編及び解体工事編

（(社)公共建築協会　最新版）

※ 請負代金額が500万円以上の場合、適用する。

の登録

ｻｰﾋﾞｽ（CORINS）

(促進)関係

１

一

般

共

通

事

項

※ 計画書及び実施書を作成する（Excelデータ可)３　再生資源利用

※ 防水改修工事　　※ 外壁改修工事　　※ 屋根改修工事

※ 風速Vo=34m/s

地表面粗度区分（・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）

※ 積雪区分　H12建告1455号　別表（　　　）

４　品質計画等

５　電気保安技術者 [1.3.3]

[1.1.4]

※ 工事現場内　　・ 工事現場外（賃料は工事費に含む）

[1.3.5]６　施工条件

その他の施工条件は、監督職員との協議による。

工事用車両の駐車場所及び資機材の置場所

施工順序の制約　　・ あり

建築基準法に基づき定められる区分等の適用工事

※ 建設リサイクル関係法令に基づく通知･届出等の必要がない

　 工事はデータのみ提出

※ 適用する

[1.3.5]

[1.3.5]

１　適用基準等

２　工事実績情報

７　発生材の処理等 発注者に引渡しを要するもの　　　・有(　　　)　※無

特別管理産業廃棄物　　　　　　　・有(　　　)　※無

現場において再利用を図るもの　　・有(　　　)　※無

現場において再資源化を図るもの　・有(　　　)　※無

[1.3.12]

　※ 埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終

　　 処分場で埋立処分する。中間処理の場合は、都道府県知事の

　　 設置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の認可

　　 を受けた無害化処理施設において、無害化処理を行う。

※ 他のせっこうボードと分別解体した後、製造業者に回収を委託

　 又は管理型最終処分場で埋立処分する。

・ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞを除くｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板の処分

・ ひ素及びカドミウム含有せっこうボードの処理

・ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞ及びひ素、ｶﾄﾞﾐｳﾑ含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

　 以外のせっこうﾎﾞｰﾄﾞの処理

　 再資源化する場合は、再資源化施設の受入条件を確認の上、

　 適切に分別後、再資源化施設で再資源化する。

８　建築材料等

PCB含有シーリング材の分析調査　　・ 行う

特別管理産業廃棄物の分析調査　　・ 行う

２

仮

設

工

事

※ 最終処分とする場合は、管理型最終処分場で埋立処分する。

※ 本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合は、

　これと同等のものとすることができる。ただし、同等のものと

　する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　 また、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材

　 等品質性能評価事業建築材料評価名簿（最新版）」から材料を

　 得ること。

　 選定した場合は、評価書の写しを監督職員に提出し、その確認を

工法

※ 改修標仕及び標仕に記載のない特別な材料の工法は、材料製造所

　 の指定する工法とする。

９　特別な材料の

調査範囲及び調査方法　　※ 図示

調査により既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※ 図示

10　施工数量調査

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.6.2]

[1.6.3]

13　完成図等 ※ 完成図

完成図作成に当たっては、CADデータ修正によること。

完成図の種類及び記入内容は、設計図同等とする。

完成図には、各図面の右下に「完成図」と明記すること。

提出物

・ 二つ折り製本２部（表紙及び背表紙に黒文字印刷で「工事完成

　 と明記）

　 年度、工事名称、設計者名、受注者名」を記入の上、「完成図」

※ JWW形式CADデータ

※ 保全に関する資料　　・ １部　　※ ２部

※ PDF形式データ（印刷物をスキャンしたものは不可）

[1.9.1～1.9.3][表1.9.1]

取扱い

14　施工図等の ※ 施工図等の著作権に関する当該建築物に係る使用権は、発注者に

　 委譲する。

施工図の様式

・ 二つ折り製本１部（表紙及び背表紙に黒文字印刷で「工事完成

　 年度、工事名称、受注者名」を記入の上、「施工図」と明記）

・ A３程度で軽微なものは、監督職員の承諾により完成図書に

　 綴じ込みも可とする。

15　工事写真 工事写真の撮影対象　　※ 監督職員と協議　　・ 図示 [1.2.4]

デジタルカメラ撮影も可（解像度ほか、監督員と協議）

記録紙　　※ マット紙　　・ その他(　　　)

※ 出来形確認用の完成写真は、工事写真として撮影すること。

　 下記の完成写真と混同しないこと。

２

仮

設

工

事

内部足場  　※ 脚立､足場板等　　・ 枠組棚足場 [2.2.1]

　　　　　　・ 図示

　　　　  　　 ・ 設置しない

　　　　  　　 ・ 防音パネル　　　・ 図示

１　足場その他

[2.1.3]防護シート等 　※ メッシュシート　・ 防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※ 図示 [2.1.3]

[2.3.1]２　養生

・ 仮撤去、保管（工事完成後、再取付）

既存ブラインド、カーテン等の養生等

※ ビニールシート等

・ 仮撤去、保管（工事完成後、再取付）

・ 図示　　・ 行わない

保管場所、保管方法等　　※ 監督職員との協議による

固定家具等の移動　　※ 図示　　・ 行わない

材料、撤去材等の運搬 [2.2.1][表2.2.1]

・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種　　・ E種

外部足場、防護ｼｰﾄ等の設置及び範囲　　※ 図示 [2.2.1]

既存部分の養生　  ※ ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ、合板等　　・ 行わない

既存家具、既存設備等の養生

※ ビニールシート等（監督職員の承諾要）

外部足場  　・ 枠組本足場(手摺先行)　　・ くさび緊結式足場

[2.3.1]

[2.3.1]

[2.3.1]

[2.3.1]

担
課 係 工事名称 内

当
製作年月日課

長 長 当
長

図面名称 縮尺 全葉

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

大久保市民センター屋上防水改修

2023年11月 4

※ﾌﾟﾗｸﾞ･ﾋﾞｽの引抜試験の実施及び報告書の提出をすること。

※建築基準法に基づく風圧力に対する計算を行い,ﾃﾞｨｽｸﾋﾟｯﾁを算定し,割付施工図の提出･承認後,施工のこと。特記事項
1

改修工事特記仕様書

建築工事メーカーリスト
-

（３）特記事項に記載の［　.　．］の表示番号は、改修標仕の該当項目又は

　　　当該表を示す。

（４）特記事項に記載の＜　.　．＞の表示番号は、標仕の該当項目又は

　　　当該表を示す。

L4X

16　完成写真 下記のものを監督職員に提出する。

外観（　）面

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ(mm)

・カラー

・八つ切り版

・キャビネ版

※ 24×36※ １
内観　各（　）面

撮影業者　・ 建築完成写真撮影の実績のある業者

　　　　　・ 建築完成写真撮影の実績は問わない

装丁 　　 ・ 写真用装飾アルバム（白表紙、金文字）

　　　　　・ 市販アルバム

取り合い

17　設備工事との ※ 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、

　 監督職員の承諾を受けること。

※ 要（延べ　　　人）

※ 資格等の要件

・ 交通誘導員A（１、２級交通誘導警備検定合格者）

19　交通誘導員

・ 交通誘導員B（警備業者の警備員で、上記以外の交通誘導

に従事する者）

使用材料及び施工については本メーカーリストの中より選択することを原則とし､記載がないものについては監督職員の承諾を得るものとする。

（参考：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修･社団法人｢公共建築協会｣発行　建築材料等評価名簿）

名称・品名

塩化ビニル樹脂系

ルーフィングシート
・アーキヤマデ㈱　・ロンシール工業㈱　・田島ルーフィング㈱　・日新工業　・早川ゴム㈱

・保土谷建材㈱　・ニッタイ化工品㈱　・三ッ星ベルト㈱　・ＡＧＣポリマー建材㈱

・三ッ星ベルト㈱　・シバタ工業㈱　・田島ルーフィング㈱ ・日新工業　・ニッタイ化工品㈱　・アサヒゴム㈱

ウレタンゴム系

ゴムアスファルト系 ・成瀬化学工業　・日新工業㈱　・田島ルーフィング㈱ 　・東亜工業㈱　・㈱ウォータイト

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系・EVA系

ケイ酸質系　及び ・大関化学工業㈱　・昭和電工建材㈱　・大日化成㈱　・ユニオン建材工業㈱

・コニシ㈱　・セメダイン㈱　・サンスター技研㈱　・日本シーカ㈱　・横浜ゴム㈱　

※上記施工数量調査は、調査結果報告書(改修前)と施工報告書(改修後)を提出し、各報告書には全ての改修箇所の写真を添付すること。

※ﾓﾙﾀﾙ下地部分の浮き等の調査を行い、必要な箇所を協議の上脱落防止の補修を行うこと。（ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法）

立上り(S-F2)

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄほか
ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 （X-2）

・全面補修（ 　　㎡）・部分補修（ 30㎡(水溜り部)）　

下地補修の種類（・C-2 ・CM-2 ・その他　C-1（SF-2部)）
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施工に当たっては、公共基準点に破損や位置のずれ等が生じないよう注意すること。

北区堂島二丁目1番29号℡06-6451-5847)へ発注すること。

太陽光発電装置については、既存配線の解体復旧および配線復旧後の試験調整をメタウォーター㈱(西日本営業部:大阪市
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※配管用架台撤去復旧（配管・配線共）

凡例

水溜り部
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A-A（PH屋上パラペット）　断面詳細図　   1/20 B-B（屋上パラペット水下）　断面詳細図　1/20
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平　  場： 塩ﾋﾞｼｰﾄ防水機械的固定工法既設のまま

既設塗膜防水の上
塗膜防水新設（X-2）
下地調整C-2

点検口廻り天端・アゴ改修

立 上 り： 接着工法  （既存ｼｰﾄ防水撤去の上）

平　  場： 機械的固定工法（既存ｼｰﾄ防水の上）

脱気筒新設

脱気筒撤去

           立上ﾘ端部押ｴ金物・ｺｰｷﾝｸﾞ 共撤去

D-D（屋外階段屋上）　断面詳細図　　　1/20

架台 a・e 周り　断面詳細図　1/20
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C-C（屋上パラペット水下）　断面詳細図　  1/20
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